
来日遺族の概要

イ・ヒジャ(李熙子)…議員会館内集会・北海道集会参加

父の李思炫は、1944 年、日帝によって軍属として中国に強制動員された。そして 1945 年 6 月 11

日、軍病院で戦病死し、現在靖国神社に無断合祀されている。

パク・ジンブ(朴進夫)…議員会館内集会・北海道集会参加

父パク・ソンボン（朴先鳳）さんは、慶尚北道出身で、労務者として北海道で亡くなっています。

お母さんは剣淵町出身の日本人で、剣淵町で親戚との面会を希望され、また、子供のころ里子に出さ

れた弟・英雄さんを探しています。

ナム・ヤンガン(南良江)…議員会館内集会・関東エリア

舅である金外準は、1943 年にサハリンにある炭鉱に強制徴用された。その後、1948、49 年までは

書信で生存を確認できたが、朝鮮戦争が勃発すると連絡が途絶えた。サハリン同胞の故国訪問を通じ

て、舅が戦後にサハリンで亡くなったという話を聞いた。

キム・クムスン(金錦順)…議員会館内集会・関東エリア

私は父の金包德は 1944 年に強制徴用された。しかし、徴用された後、脱出し、その後、家に隠れ

て過ごしたが、1945 年に再び強制連行されたという。幼い頃、父のいない寂しい思いがとても強かっ

たので、父を探す活動を始め、今まで続けてきている。

キム・ヨンジャ(金蓉子)…議員会館内集会・関東エリア

1943 年、父金東根と母が結婚をして、婚姻申告をする前に私が生まれた。父はすぐに陸軍として強

制徴用され、中国で戦死した。死亡の事実も知らないまま生きてきたという事実とその原因が日帝に

よる父の死だと考えれば考えるほど今も胸が痛む。

キム・ドングァン(金東官)…福岡集会参加

父・金礼聲は、1942 年 3 月日本へ強制徴用された。そして、1943 年 1 月 24 日、北海道で死亡し

たという知らせを聞き、遺骨を取りに来るようにという通知を受け、現在受け取った状態である。し

かし、父に対する正確で公式的な記録を確認できていない状態であるため、記録探しの活動を今も続

けている。

ジョン・ユニョン(鄭倫炫)…福岡集会参加

舅である朴雲錫は、夫が生まれてから 3 日後に徴用され、姑はその事実に苦しみ、病気になって寝

込み、2 年後に亡くなった。生前夫の願いは父の生死を確認することだったが、確認することができ

ないままこの世を去った。夫の願いを叶えてあげたい。

カン・ジョンホ(姜宗豪)…議員会館内集会・関西エリア

父の姜太休は、全羅南道で生まれ、成人してから漁夫生活をしつつ済州島に定着した。父は 1943

年、南洋群島方面に強制徴用(海軍軍属)され、連合軍の空襲で死亡したものと推定されており、父の

遺骨だけでも見つけたい。

チェ・ナックン(崔洛勛)…議員会館内集会・関西エリア

父の崔天鎬は、1942 年に日帝によって強制連行され、母は 50 年を超える歳月を待ち続け、1997

年に亡くなった。今も父がどこでどのように亡くなったのか正確には分からない。残っているのは強

制連行された当時の何枚かの写真がすべてである。

ナム・ヨンジュ(南英珠)…議員会館内集会・関西エリア

被徴集者南大鉉は、私の兄で、南洋群島ニューギニアに強制徴用された。当時の手紙一枚があるだ

け。私は一人で兄の生死を確認しようと探し回った。1944 年 8 月 10 日、ニューギニアのヤカムルで

戦死し、靖国神社に無断合祀されていることが分かった。

◆ この外に、太平洋戦争被害者補償推進協議会からチャン・ワニク弁護士、研究員のソン・ギョン

ソプさん、映像記録のチェ・ジナさんの三人も来日されます。


